
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
会
報
の
お
届
け

が
久
し
く
な
り
ま
し
た
事
を
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
二
年
間
の
お
休
み

を
頂
い
て
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

母
校
創
立
二
十
周
年
事
業
に
追
わ

れ
た
平
成
十
二
年
度
、
そ
の
達
成
の

安
心
感
か
、
以
降
の
活
動
が
や
や
低

調
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
、
会
報
の
発
行
準
備
作
業
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
そ
の
手
間
と
コ

ス
ト
の
大
き
さ
に
反
し
て
、
情
報
伝

達
速
度
の
遅
さ
に
も
ど
か
し
さ
を
感

じ
て
い
る
次
第
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
可
能
性
を
探
る
中
、
ま
ず
は
こ

の
会
報
を
お
届
け
し
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す

が
、
昨
年
、
従
来
ご
案
内
し
て
来
た

Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス
か
ら
新
た
も
の
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。
閲
覧
環
境
の

あ
る
方
は
こ
の
機
会
に
ア
ク
セ
ス
頂

き
メ
イ
ン
画
面
に
準
備
さ
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
回
答
頂
き
ま
す
様
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

送
り
手
と
し
て
は
電
子
化
し
た
情

報
提
供
が
容
易
で
あ
り
コ
ス
ト
も
低

く
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

受
け
手
で
あ
る
会
員
の
皆
様
に
は
、

様
々
な
情
報
の
洪
水
が
起
き
て
お
り

上
手
く
伝
わ
ら
な
い
事
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
ア
ク
セ
ス
状
況
、
ご
意
見
を

元
に
活
用
方
法
を
再
検
討
し
有
効
利

用
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
　
☆
　
☆

さ
て
、
昨
年
春
、
同
窓
会
と
し
て

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

一
つ
は
「
卒
業
生
の
子
が
母
校
に

入
学
」
し
親
子
二
世
代
「
北
高
」
が

実
現
し
た
事
で
す
。
娘
さ
ん
が
母
親

（
第
一
回
生
）
と
同
じ
高
校
を
志
願

し
合
格
を
果
た
せ
た
と
の
事
で
す
。

自
分
の
子
が
「
進
学
し
て
み
た
い
学

校
」
と
し
て
あ
げ
て
く
れ
る
…
そ
ん

な
学
び
舎
で
あ
り
続
け
て
く
れ
た
事
、

そ
の
立
役
者
の
卒
業
生
、
在
校
生
、

教
職
員
に
感
謝
で
あ
り
ま
す
。

も
う
一
つ
、
本
校
の
常
勤
教
員
と

し
て
初
め
て
、
第
四
回
卒
業
生
の
増

川
さ
ん
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
同
窓
会
の
顧
問
と
し
て
も
ご

活
躍
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

二
十
二
年
間
を
掛
け
て
待
ち
わ
び

た
、
歴
史
の
新
し
い
一
ペ
ー
ジ
を
開

く
事
が
出
来
た
の
で
す
。
巡
る
時
の

流
れ
と
本
校
の
繁
栄
に
、
ひ
と
し
お

の
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

こ
の
母
校
を
取
り
巻
く
良
い
流
れ

を
永
遠
に
続
け
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

☆
　
☆
　
☆

昨
年
か
ら
、
学
校
評
議
員
制
度
が

導
入
さ
れ
、
同
窓
会
か
ら
も
私
が
代

表
で
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
で
様
々
な
母
校
の
動
向
や
様

子
、
悩
み
を
伺
う
事
が
出
来
て
お
り

ま
す
。
と
同
時
に
、
後
輩
達
の
育
成

の
為
に
、
私
た
ち
も
協
力
す
べ
き
事

が
沢
山
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
か
ら
も
様
々
な
提
案
を
行

い
在
校
生
と
の
接
点
や
支
援
の
機
会

を
増
や
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
通
じ
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

事
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
意
見
、

助
言
と
共
に
ご
理
解
、
ご
協
力
頂
き

ま
す
様
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
　
☆
　
☆

現
在
、
私
は
第
七
期
十
四
年
目
の

役
員
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
在
学
時
の
恩
師
も
異
動
さ
れ
、

開
校
時
の
貴
重
な
語
り
べ
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
前
進
の
為
に
、
そ

れ
ま
で
の
歴
史
を
知
る
事
は
大
切
で

す
。
し
か
し
「
過
去
よ
り
は
未
来
」、

前
進
の
妨
げ
に
な
っ
て
は
行
け
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
同
窓
会
運
営
に

よ
り
新
鮮
な
活
力
を
望
む
今
日
こ
の

ご
ろ
で
す
。
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在
校
生
へ
出
来
る
事

同
窓
会
長
　
四
十
物
　
英
晴

（
第
一
回
生
）
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私
は
昨
年
三
月
末
を
も
っ
て
定
年
ご

退
職
と
な
り
ま
し
た
中
山
校
長
先
生
の

後
任
と
し
て
大
田
原
女
子
高
校
か
ら
参

り
ま
し
た
。
本
校
に
は
二
年
前
ま
で
教

頭
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
二
度
目
の
勤
務
と
な
り
ま
す

が
、
日
々
の
学
習
や
球
技
大
会
、
北
高

祭
な
ど
の
学
校
行
事
に
直
向
き
に
取
り

組
む
生
徒
達
の
姿
に
触
れ
、
改
め
て
本

校
生
の
資
質
の
高
さ
に
感
動
を
覚
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
校
は
部
活
動
に
お
い
て
も

毎
年
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
お
り

ま
す
が
、
今
年
度
も
陸
上
部
、
吹
奏
楽

部
が
関
東
大
会
や
全
国
大
会
に
出
場
し

た
の
を
は
じ
め
、
山
岳
部
、
百
人
一
首

部
、
写
真
部
も
関
東
大
会
に
出
場
し
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
そ
の
他
、

野
球
部
、
バ
レ
ー
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
等
も
県
の
上
位
に
位
置

す
る
活
躍
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
文
化
面
で
も
全
国
英
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
や
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
の

上
位
入
賞
を
は
じ
め
、
書
道
の
文
部
科

学
大
臣
賞
受
賞
な
ど
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
本
校
生

の
多
方
面
に
わ
た
る
幅
広
い
活
躍
を
見

る
と
き
、
同
窓
生
の
皆
様
が
築
か
れ
た

『
励
み
、
結
び
、
拓
く
』
の
伝
統
は
着

実
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
確
信
致
し
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
文
部
科
学
省
は
先
頃
発
表
し

た
『
人
間
力
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
中
で
、

英
語
教
育
を
重
点
的
に
行
う
学
校
を
、

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｈ
ｉ
（
ス
ー
パ
ー
英
語
校
）
と

し
て
指
定
す
る
こ
と
や
、
新
し
い
時
代

を
生
き
る
日
本
人
の
資
質
と
し
て
『
英

語
』
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
が
急
務
で
あ
る
と
提
言
し
て
い
ま

す
。本

校
は
開
校
以
来
、
国
際
理
解
教
育

の
推
進
校
と
し
て
、
国
際
化
に
対
応
出

来
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
が
、
今
ま
さ
に
時
宣
を
得
た
高

校
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
る
と
同
時

に
他
方
面
か
ら
注
目
を
浴
び
る
存
在
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
さ

宇
北
高
を
離
れ
て
九
年
。
私
が
お

世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
ろ
が
、
随
分

昔
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
。

先
ご
ろ
の
創
立
二
十
周
年
記
念
式

典
や
祝
賀
会
の
案
内
を
受
け
る
に
つ

け
、
か
つ
て
十
周
年
記
念
式
典
の
案

内
を
発
送
し
て
い
た
こ
ろ
の
自
分
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
、
一
抹
の
寂

し
さ
を
感
じ
た
。

開
設
・
開
校
三
年
目
に
赴
任
し
、

新
三
年
生
ク
ラ
ス
の
副
担
任
と
し
て

「
宇
北
高
第
一
回
生
」
の
卒
業
を
見

送
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
何
よ
り

の
思
い
出
と
な
っ
た
。

当
時
は
各
学
年
と
も
四
ク
ラ
ス
編

成
で
、
母
集
団
が
小
さ
い
こ
と
が
か

え
っ
て
集
団
の
質
を
高
め
て
い
た
よ

う
に
思
え
る
。
授
業
は
活
気
に
あ
ふ

れ
、
学
校
行
事
や
生
徒
会
活
動
も
創

意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
学
校
全
体
が

生
き
生
き
と
し
て
い
た
。

校
庭
整
備
も
ま
ま
な
ら
ず
、
雨
が

降
れ
ば
田
ん
ぼ
状
態
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
喜
々
と
し
て
「
授
業
」
の
サ
ッ
カ

ー
や
ラ
グ
ビ
ー
に
興
じ
る
生
徒
た
ち
。

国
際
理
解
教
育
を
標
榜
し
、
先
進
的

な
試
み
に
取
り
組
む
学
校
。
草
創
期

の
学
校
の
中
か
ら
、
何
か
し
ら
新
た

な
も
の
を
創
り
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

満
ち
て
い
た
学
校
で
あ
っ
た
。
混
沌

と
し
た
中
か
ら
新
し
い
秩
序
が
生
み

出
さ
れ
、
形
を
な
し
て
い
く
さ
ま
に

感
動
を
覚
え
る
日
々
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
八
ク
ラ
ス
編
成
と
な
っ

た
第
四
回
生
か
ら
第
七
、
九
回
生
の

卒
業
を
正
担
任
と
し
て
見
送
っ
た
が
、

一
回
生
の
気
概
は
彼
ら
の
中
に
も

脈
々
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
数
多
く

の
た
く
ま
し
い
後
輩
た
ち
が
宇
北
高

を
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

校
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
「
青
春
の

夢
　
眉
あ
げ
て
」。
志
を
高
く
持
ち
、

凛
と
し
た
青
年
こ
そ
が
北
高
生
で
あ

り
、
宇
北
高
で
の
幾
多
の
思
い
出
と

と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
私
の
心
の
中

で
生
き
続
け
て
い
る
。

（
現
大
田
原
女
子
高
教
諭
）
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ら
な
る
発
展
を
目
指
し
、
ス
ー
パ
ー
英

語
校
の
指
定
な
ど
も
前
向
き
に
考
え
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
導
入
さ
れ
た

学
校
評
議
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
評
議

員
と
し
て
、
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、

国
際
理
解
関
係
か
ら
、
四
十
物
会
長
さ

ん
を
は
じ
め
五
名
の
方
を
選
出
致
し
ま

し
た
。
何
れ
の
委
員
も
本
校
に
対
す
る

深
い
思
い
入
れ
が
あ
り
、
会
議
で
は
毎

回
、
愛
情
溢
れ
る
多
く
の
建
設
的
な
意

見
を
戴
い
て
お
り
ま
す
。
其
れ
ら
を
参

考
に
、
現
在
問
わ
れ
て
い
る
、
完
全
学

校
週
五
日
制
に
伴
う
土
曜
日
の
取
扱
や

長
期
休
業
の
弾
力
化
な
ど
に
つ
い
て
、

的
確
な
判
断
を
下
し
、
今
年
度
新
加
入

の
三
三
六
名
を
加
え
た
六
、
九
八
〇
名

の
同
窓
生
の
期
待
に
沿
う
よ
う
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

「
青
春
の
夢
　
眉
あ
げ
て
」

元
社
会
科
教
諭

小
野
　
敏
夫

（
昭
和
57
年
〜
平
成
６
年
）

伝
統
の
継
承
と
教
育
改
革

学
校
長
　
　
岡
　
崎
　
　
務

(

平
成
14
年
〜)

第９回生と共に・十年会にて



平
成
十
四
年
五
月
二
十
五
日
、
市

内
の
ホ
テ
ル
に
て「
同
窓
会
十
年
会
」

が
第
10
回
生
を
対
象
に
、
来
賓
、
恩

師
の
方
々
を
お
迎
え
し
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
年
次
委
員
の
皆
さ
ん

を
中
心
に
三
月
か
ら
会
合
、
準
備
を

重
ね
て
当
日
と
な
り
ま
し
た
。
開
催

も
八
回
目
と
な
り
、
卒
業
生
に
は
し

っ
か
り
浸
透
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

当
日
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
第
１
回
生
と
第
11
回
生
で

の
合
同
開
催
と
な
り
ま
す
。
初
め
て

の
二
学
年
共
催
で
あ
り
、
い
っ
そ
う

盛
大
に
な
り
ま
す
。
是
非
、
該
当
者

の
皆
様
は
ご
参
加
下
さ
い
。
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第
10
回
生
十
年
会

﹇
吹
奏
楽
部
﹈ 

第
四
十
四
回
栃
木
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
　
高
校
Ａ
部
門
　
銀
賞 

第
四
回
全
日
本
高
等
学
校
吹
奏
楽
大
会in

横
浜
　
　
　
　
　
審
査
委
員
賞 

第
三
十
四
回
栃
木
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
八
重
奏
　
　
金
賞
・
金
管
八
重
奏
　
　
　
金
賞 

　
サ
ク
ス
フ
ォ
ー
ン
四
重
奏
　
銀
賞 

第
八
回
東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

　
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
八
重
奏
　
　
金
賞
・
金
管
八
重
奏
　
　
　
金
賞 

﹇
写
真
部
﹈ 

二
十
四
回
栃
木
県
高
等
学
校
文
化
祭
写
真
展 

　
カ
ラ
ー
部
門
　
　
　
奨
励
賞
第
一
位
・
第
二
位
　
　
　
　
小
山
　
孝
明
（
三
・
八
） 

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
関
東
大
会
　
奨
励
賞
　
　
　
　
小
山
　
孝
明
（
三
・
八
） 

﹇
百
人
一
首
・
か
る
た
部
﹈ 

う
つ
の
み
や
百
人
一
首
市
民
大
会 

　
団
体
戦
高
校
生
部
門
　
　
　
第
六
位 

　
個
人
戦
初
級
ク
ラ
ス
　
　
　
準
優
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
田
野
島
綾
子
（
二
・
二
） 

第
六
回
新
田
か
る
た
会
百
人
一
首
大
会
　
Ｃ
級
　
優
勝
　
　
日
堀
　
佑
佳
（
二
・
五
） 

第
八
回
小
倉
百
人
一
首
競
技
か
る
た
宇
都
宮
大
会
（
県
選
手
権
大
会
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
事
賞
　
日
堀
　
佑
佳
（
二
・
五
） 

第
四
十
八
回
関
東
北
か
る
た
大
会
　
Ａ
ク
ラ
ス
　
優
勝
　
　
日
堀
　
佑
佳
（
二
・
五
） 

﹇
山
岳
部
﹈ 

第
四
十
六
回
関
東
高
等
学
校
登
山
大
会
県
予
選
会
　
団
体
男
子
　
第
五
位 

﹇
テ
ニ
ス
（
女
子
）
﹈ 

栃
木
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会 

　
十
八
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
　
　
第
三
位
　
　
　
　
田
澤
　
　
瞳
（
三
・
一
） 

﹇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
子
）
﹈ 

中
部
支
部
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
　
第
三
位 

中
部
支
部
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
　
第
三
位 

﹇
陸
上
部
﹈ 

第
四
十
三
回
栃
木
県
高
等
学
校
学
年
別
陸
上
競
技
大
会 

　
一
年
男
子
　
一
〇
〇
ｍ
／
二
〇
〇
ｍ
　
第
一
位
　
　
　
　
金
林
　
　
睦
（
一
・
二
） 

　
三
年
女
子
　
二
〇
〇
ｍ
／
四
〇
〇
ｍ
　
第
一
位
　
　
　
　
福
富
裕
希
子
（
三
・
八
） 

第
五
十
七
回
国
民
体
育
大
会
栃
木
県
予
選
会 

　
少
年
男
子
Ｂ
二
〇
〇
ｍ
　
　
　
　
　
　
第
一
位
　
　
　
　
金
林
　
　
睦
（
一
・
二
） 

　
少
年
女
子
Ａ
四
〇
〇
ｍ
　
　
　
　
　
　
第
一
位
　
　
　
　
福
富
裕
希
子
（
三
・
八
） 

第
四
十
二
回
県
高
校
陸
上
競
技
新
人
大
会 

　
男
子
一
〇
〇
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
位
　
　
　
　
金
林
　
　
睦
（
一
・
二
） 

﹇
そ
の
他
﹈ 

第
二
十
二
回
国
際
理
解
英
語
弁
論
大
会
　
優
秀
賞
　
　
　
　
水
野
　
成
美
（
二
・
八
） 

第
十
五
回
日
光
山
全
国
書
画
コ
ン
ク
ー
ル 

　
硬
筆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣
賞
　
　
　
　
石
田
　
祥
子
（
一
・
三
） 

第
三
十
五
回
記
念
下
野
教
育
書
道
展
　
　
金
賞
　
　
　
　
　
野
澤
　
未
来
（
三
・
六
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
野
島
綾
子
（
二
・
二
） 

第
四
回
栃
木
県
学
校
教
育
書
写
書
道
作
品
展
　
大
賞
　
　
　
田
野
島
綾
子
（
二
・
二
） 

第
十
一
回
全
国
書
道
展
・
全
国
教
育
書
道
展
　
　
　
　
　
　
優
秀
団
体
賞 

第
四
十
一
回
全
国
高
等
学
校
生
徒
英
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

　
二
、
三
年
生
の
部
　
　
　
　
　
　
　
　
優
良
賞
　
　
　
　
水
野
　
成
美
（
二
・
八
） 

﹇
同
窓
会
賞
﹈ 

学
業
成
績
最
優
秀
賞
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刑
部
　
　
愛
（
三
・
八
） 

運
動
部
最
優
秀
賞
者
　
　
　
　
　
　
　
　
陸
上
部
　
　
　
　
福
富
裕
希
子
（
三
・
八
） 

文
化
部
最
優
秀
賞
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吹
奏
楽
部
　
　
　
　
　 

母
校
　
平
成
十
四
年
度
　
表
彰
の
記
録 

（
生
徒
会
誌
「
宇
北
・
第
22
号
」
か
ら
抜
粋
） 

平成13年度教職員異動
平成14年３月末、17名の諸先生をお送り
致しました。今後もご活躍下さい。

＜ご退職＞
校長　中山　御由先生　退職（文星短大）
数学　伴　　錬一先生　退職（今市高校）
物理　阿久津光雄先生　退職
保体　前田　　靖先生　退職
美術　渡辺　志郎先生　退職
＜異動＞
教頭　安達　常直先生　石橋高校校長
国語　斎藤　敦子先生　石橋高校
地歴　高萩　和幸先生　人権同和教育室
物理　阿久津佑一先生　栃木高校
英語　安達　恵子先生　宇都宮商業高校
英語　伊東　泰之先生　河内中学校
公仕　阿久津勝政さん　若草養護学校
＜講師＞
地歴　早乙女清隆先生　退職（小山南）
数学　春日　幸市先生　退職（宇女高）
数学　阿久津　敬先生　退職
数学　久世　基文先生　退職（黒磯高）
司書　田中　龍紀先生　退職

2002.3.29職員送別会



り
組
み
と
実
績
を
評
価
し
て
い
た
だ

い
た
た
め
と
、
喜
び
ま
し
た
。

北
高
は
米
国
に
三
校
の
パ
ー
ト
ナ

ー
・
ス
ク
ー
ル
を
擁
し
、
生
徒
の
相

互
訪
問
に
よ
る
交
流
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
連
続
し
て
同
基
金
の
指

定
を
受
け
た
お
陰
で
、
テ
キ
サ
ス
州

ダ
ラ
ス
に
も
う
一
校
加
わ
る
事
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
交
流
の
内
容
も
、

共
同
研
究
と
い
う
学
術
面
に
ま
で
発

展
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
ま
さ
に
、
本
校
に
と
っ
て
は
フ
ル

ブ
ラ
イ
ト
か
ら
の
貴
重
な
贈
り
物
。

両
校
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
大
切

に
守
り
、
そ
し
て
育
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
学
校
長
挨
拶
と
し
て
お
預
か
り
し
て

い
た
原
稿
か
ら
抜
粋
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）

「
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
か
ら
の
貴
重
な
贈
り
物
」

元
学
校
長
　
中
山
　
御
由

平
成
十
一
年
二
月
、「
フ
ル
ブ
ラ

イ
ト
・
メ
モ
リ
ア
ル
基
金
」
に
よ
る

「
マ
ス
タ
ー
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
般
公
募
に
挑
戦
し
、

全
国
の
指
定
高
等
学
校
三
校
の
一
つ

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
情
報
技
術

と
環
境
と
い
う
特
殊
な
分
野
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
具
体
的
に
は
日
米

間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ス
ク
ー
ル
間
で

調
査
研
究
を
進
め
、
Ｅ
メ
ー
ル
や
ネ

ッ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ビ
デ
オ
メ
ー

ル
な
ど
の
高
度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
、
情
報
の
交
換
を
す
る
国

際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

二
〇
〇
一
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も

応
募
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
な
こ

と
に
連
続
で
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

高
等
学
校
で
連
続
指
定
を
受
け
た
の

は
北
高
の
み
で
あ
り
、
今
ま
で
の
取

以
前
よ
り
北
高
校
の
創
立
20
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
何
か
記
念
と
な

る
行
事
を
と
吹
奏
楽
部
に
て
計
画
中

の
と
こ
ろ
、
宇
都
宮
市
国
際
交
流
課

よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ル
レ
ア
ン
市

で
行
わ
れ
る
第
571
回
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ

ル
ク
祭
に
宇
都
宮
市
の
代
表
と
し
て

の
参
加
を
紹
介
さ
れ
、
懸
案
で
あ
っ

た
海
外
遠
征
が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
伝

統
あ
る
も
の
で
有
り
、
百
年
戦
争
時

イ
ギ
リ
ス
軍
に
よ
る
オ
ル
レ
ア
ン
市

包
囲
の
と
き
フ
ラ
ン
ス
を
守
る
た
め

に
立
ち
上
が
っ
た
一
人
の
女
性
ジ
ャ

ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
が
フ
ラ
ン
ス
の
危
機

を
救
っ
た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
で
、

市
内
各
場
所
で
い
ろ
い
ろ
催
し
物
が

と
り
行
わ
れ
ま
す
。

春
の
定
期
演
奏
会
の
後
、
わ
ず
か

一
ヶ
月
の
準
備
を
経
て
、
平
成
十
二

年
五
月
五
日
か
ら
七
日
間
、
総
勢
五

十
六
の
生
徒
、
そ
し
て
教
員
、
保
護

者
、
支
援
Ｏ
Ｂ
が
国
際
親
善
者
と
し

て
活
躍
を
し
て
き
ま
し
た
。
最
大
の

活
躍
の
場
は
、
最
終
日
の
七
キ
ロ
に

及
ぶ
パ
レ
ー
ド
。
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち

の
好
意
的
な
意
志
に
参
加
者
も
応
え

立
派
に
目
的
を
果
た
し
ま
し
た
。

帰
国
後
発
行
さ
れ
た
「
参
加
報
告

冊
子
」
の
中
に
は
参
加
者
達
の
感

動
・
感
激
・
感
謝
が
た
く
さ
ん
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
体
験
が

生
徒
達
の
成
長
の
糧
と
な
る
事
と
思

い
ま
す
。

第 ９ 号 f平成15年３月１日 The Nothern Lights

３
年
間
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

前
回
の
会
報
以
降
、
お
伝
え
の
出
来
な
か
っ
た
、
同
窓
会
・
母
校

の
話
題
を
取
り
ま
と
め
て
ご
報
告
し
ま
す
。

「
マ
ス
タ
ー
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

平
成
十
一
年
〜
十
二
年

特集

フ
ラ
ン
ス
「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
祭
参
加
」

吹
奏
楽
部
　
平
成
十
二
年
五
月

平成13年 平成12年

2001.5.26 2000.5.27

第
９
回
生

第
８
回
生

十
年
会



「
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
・

祝
賀
式
ル
ポ
」

平
成
十
二
年
十
一
月
九
日
、
母
校
の

創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
に
出
席
し
た
。

懐
か
し
い
体
育
館
に
足
を
踏
み
入
れ
た

瞬
間
、
自
分
の
在
校
当
時
の
思
い
出
が

鮮
や
か
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
。

席
に
つ
い
て
間
も
な
く
、
ピ
ン
と
張

り
詰
め
た
空
気
の
中
、
静
か
に
式
が
始

ま
っ
た
。
今
や
全
国
レ
ベ
ル
に
ま
で
達

し
た
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が
、
よ
り
一
層
、

式
典
の
荘
厳
さ
を
引
き
立
て
る
。
私
は

吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
た
が
、
後
輩

た
ち
の
見
事
な
成
長
ぶ
り
に
は
脱
帽
す

る
思
い
だ
。

目
を
閉
じ
て
十
五
年
前
を
思
い
返
す
。

そ
し
て
こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
北
高

が
歩
ん
で
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
こ
の
二
十
年
間
で
こ

こ
ま
で
立
派
に
成
長
し
た
北
高
を
、
卒

業
生
と
し
て
と
て
も
誇
り
に
思
っ
た
。

来
賓
の
方
々
の
あ
い
さ
つ
、
か
つ
て
自

分
も
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
へ
の
感

謝
状
の
贈
呈
、
そ
し
て
ス
ク
ー
ル
マ
ス

コ
ッ
ト
「
北
斗
」
の
紹
介
が
あ
り
、
最

後
に
校
歌
斉
唱
を
し
た
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
校
歌
と
い
う
も

の
は
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
も
の
で
あ

る
。
十
五
年
前
の
自
分
の
姿
と
目
の
前

に
い
る
生
徒
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
、
熱

く
こ
み
上
げ
て
く
る
思
い
を
胸
に
、
母

校
を
後
に
し
た
。

二
日
後
の
十
一
日
に
は
、
ホ
テ
ル
東

日
本
宇
都
宮
で
同
窓
会
祝
賀
会
が
開
か

れ
た
。

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
あ
ち
こ
ち

の
テ
ー
ブ
ル
で
、
み
ん
な
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
て
い
る
。
ス
ラ
イ
ド
に
懐
か
し
い
光

景
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
大
き
な
歓
声
と

拍
手
が
一
斉
に
わ
き
起
こ
っ
た
。

六
回
生
の
私
と
し
て
は
、
予
想
に
反
し

て
わ
ず
か
五
人
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た

こ
と
が
、
少
々
心
残
り
で
あ
っ
た
。
と

は
い
う
も
の
の
、
最
後
に
記
念
撮
影
を

し
た
と
き
の
み
ん
な
の
本
当
に
楽
し
そ

う
な
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
あ
り
、

う
れ
し
か
っ
た
。

年
は
離
れ
て
い
て
も
、
か
つ
て
同
じ

学
び
や
で
青
春
を
分
か
ち
合
っ
た
仲
間

な
の
だ
な
ぁ
と
、
固
い
き
ず
な
を
感
じ

た
。
北
高
生
で
よ
か
っ
た
と
、
私
は
心

か
ら
そ
う
思
っ
た
。

同
窓
会
理
事
　
丸
田
早
百
合

The Nothern Lightsg 第 ９ 号 平成15年３月１日

「
創
立
二
十
周
年
記
念
事
業
」
報
告

平
成
十
二
年
十
月
〜
十
一
月

約
二
年
間
の
準
備
の
後
、
平
成

十
二
年
度
は
各
種
記
念
事
業
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

行
事
と
し
て
、
式
典
、
音
楽
鑑

賞
会
、
旧
職
員
会
、
同
窓
会
祝
賀

会
、
事
業
と
し
て
中
庭
整
備
、
そ

の
他
、
記
念
誌
や
同
窓
会
名
簿
の

発
行
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開

設
、
ス
ク
ー
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
の
制

定
…
。

お
か
げ
様
で
盛
大
で
充
実
し
た

事
業
を
完
了
さ
せ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

各
場
面
に
て
ご
協
力
頂
い
た
会
員

の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。2000.11.11 同窓会記念祝賀会　ホテル東日本

2000.11.9 記念式典　実行委員長挨拶 スクールマスコット「北斗」

平
成
十
四
年
の
修
学
旅
行
は
開
校

以
来
は
じ
め
て
の
「
沖
縄
」
へ
の
研

修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
「
カ
ル
チ
ャ
ー
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
」
と
し
て
全
生
徒
が
在
日

米
軍
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
す
る

貴
重
な
体
験
を
得
ま
し
た
。
生
徒
達

に
と
っ
て
多
く
の
事
を
学
び
体
験
し

た
九
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
修
学
旅
行
を
通
し
て
「
平
和

へ
の
願
い
」
と
「
英
語
力
の
大
切
さ
」

を
心
に
刻
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
沖
縄
・
修
学
旅
行
」

平
成
十
四
年
十
月



文
化
部

映
画
部

先
輩
た
ち
へ 

　
　
部
活
動
報
告 

第８回 
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宇
北
高
山
岳
部
は
、
福
田
南
海
男

先
生
の
も
と
で
、
平
成
五
年
度
に
山

岳
同
好
会
と
し
て
発
足
し
、
小
ぢ
ん

ま
り
と
、
し
か
し
着
実
に
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

山
岳
部
の
最
大
の
行
事
は
夏
休
み

中
の
『
夏
山
合
宿
』
で
、
だ
い
た
い

三
泊
四
日
、
ま
た
は
四
泊
五
日
の
日

程
で
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

尾
瀬
、
白
馬
岳
、
槍
・
穂
高
連
峰
、

飯
豊
連
峰
、
北
岳
な
ど
に
行
き
ま
し

た
。
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
と
き
に
は
、

予
定
の
ル
ー
ト
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は

部
員
数
も
増
え
て
、
ま
ず
ま
ず
満
足

の
い
く
合
宿
を
行
っ
て
い
ま
す
。

良
く
晴
れ
た
日
、
三
六
〇
度
遮
る

物
が
な
い
山
頂
に
立
っ
た
と
き
の
爽

快
さ
は
、
そ
こ
に
辿
り
着
い
た
者
の

み
に
許
さ
れ
た
至
福
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
傍
ら
に
咲
く
高
山
植
物
、

木
々
の
小
枝
か
ら
聞
こ
え
る
小
鳥
の

さ
え
ず
り
、
そ
し
て
先
生
と
生
徒
が

共
に
く
つ
ろ
げ
る
テ
ン
ト
場
で
の
ひ

と
と
き
な
ど
、
夏
山
合
宿
こ
そ
山
の

醍
醐
味
を
存
分
に
味
わ
え
る
山
行
で

す
。

と
は
い
え
登
山
に
も
競
技
が
あ
り
、

大
会
が
あ
り
ま
す
。
山
岳
競
技
は
ス

ピ
ー
ド
と
体
力
が
重
要
な
の
は
勿
論

で
す
が
、
地
図
を
読
ん
だ
り
、
気
象

や
救
急
医
療
な
ど
の
知
識
も
必
要
な

の
で
な
か
な
か
大
変
で
す
。

北
高
も
こ
こ
数
年
は
競
技
に
も
参

加
し
、
男
子
は
三
年
連
続
関
東
大
会

出
場
、
女
子
は
今
年
度
こ
そ
は
入
賞

を
逃
し
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
県
大

会
で
優
勝
し
て
関
東
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
現
在
は
『
男
女
ペ
ア
で
関

東
大
会
連
続
出
場
！
』
を
目
標
に
、

目
下
毎
日
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で

い
ま
す
。
先
輩
諸
兄
も
ぜ
ひ
応
援
し

て
く
だ
さ
い
。

山
岳
部
顧
問

谷
　
　
　
憲

し
た
。
北
高
は
周
り
に
自
然
が
多
く
、

映
画
制
作
を
す
る
上
で
と
て
も
良
い

所
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
学
校
を
通
し
て
分
か
っ
た

「
友
だ
ち
」
と
い
う
も
の
に
関
し
て

の
一
つ
の
考
え
方
を
映
画
に
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
。
ま
だ
編
集
中
で
す

が
、
九
月
八
日
の
文
化
祭
で
の
上
映

に
向
け
て
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

映
画
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

映
画
部
部
長
　
山
口
　
　
学

（
平
成
13
年
度
初
夏
預
か
り
原
稿
か
ら
）

北
高
の
映
画
部
は
、
映
画
を
見
る

部
活
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
映
画
を
作

る
部
活
で
す
！
　
現
在
部
員
は
十
一

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
の

催
し
物
や
学
校
紹
介
と
い
う
か
た
ち

で
、
テ
レ
ビ
番
組
の
撮
影
も
し
て
い

ま
す
。

昨
年
は
「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
15
」

と
い
う
映
画
（
短
編
二
十
分
）
を
制

作
し
、
文
化
祭
で
上
映
し
ま
し
た
。

大
成
功
を
収
め
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。映

画
制
作
の
良
い
点
は
、
何
と
い

っ
て
も
自
由
に
想
像
で
き
る
と
い
う

点
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
あ
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
こ
う
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
最

初
か
ら
最
後
ま
で
自
分
た
ち
の
意
見

を
出
し
合
い
な
が
ら
よ
り
良
い
映
画

に
し
て
い
こ
う
と
努
力
し
て
い
け
る

点
で
す
。

そ
し
て
今
年
も
映
画
を
制
作
し
て

い
ま
す
。
題
名
は
「
マ
イ
フ
レ
ン
ド
」

で
す
。
今
回
の
映
画
は

昨
年
よ
り
も
シ
リ
ア
ス

で
す
。
僕
自
身
も
高
校

生
活
最
後
の
年
と
あ
っ

て
「
ぜ
ひ
、
北
高
の
周

り
の
自
然
や
校
舎
を
舞

台
に
映
画
を
作
り
た
い
」

と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま

運
動
部

山
岳
部

同
窓
会
会
則
変
更

平
成
十
三
年
五
月
二
十
六
日
一
部
改
正

改
正
項
目
　
第
２
章
　
組
織

改
正
目
的
　
海
外
留
学
に
よ
り
卒
業
し

な
か
っ
た
者
の
扱
い
の
明
確
化

改
定
点
　
　
ゴ
シ
ッ
ク
書
体
部
分
追
加

補
足

・
三
年
生
初
夏
か
ら
の
留
学
が
可
能
と

な
り
、
留
学
先
で
卒
業
す
る
者
が
増
え

て
い
る
。

・
以
前
は
、
二
年
生
で
留
学
、
一
学
年

遅
れ
て
卒
業
し
て
い
た
。（
↓
会
員
）

2章　組　　　織

第４条　本会は会則として栃木県立宇都宮北高等学校卒業生を会員とし

て、同校の職員及び職員であった者を特別会員とする。

３学年への進級後、海外留学等により本校を卒業しなかった場　

合、本人の申し出により会員として入会することができる。



同
窓
生
だ
よ
り 

第９回 

こ
ん
に
ち
は
。
み
な
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
？

私
が
北
高
を
卒
業
し
て
か
ら
は
や
十

数
年
。
何
度
か
前
を
通
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
昔
と
変
わ
ら
ぬ
長
閑

な
田
園
地
帯
。
み
ん
な
が
変
わ
っ
て

い
っ
て
も
、
北
高
は
い
つ
も
変
わ
ら

ず
に
こ
こ
に
い
る
、
ま
さ
に
『
母
』

校
で
す
ね
。

卒
業
後
、
私
は
東
京
外
国
語
大
学

で
ロ
シ
ヤ
語
を
専
攻
し
ま
し
た
が
、

気
づ
け
ば
今
は
ロ
シ
ヤ
語
と
は
ま
っ

た
く
、
微
塵
も
関
係
な
い
音
楽
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
で
も
ど
う

し
て
な
ん
だ
か
…
。
人
生
は
曲
が
り

く
ね
っ
て
摩
訶
不
思
議
な
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
「Libra

」「evergreen

」

と
い
う
二
枚
の
ア
ル
バ
ム
を
発
表
し

ま
し
た
。「L

ibra

」
は
歌
・
詞
・

曲
・
ア
レ
ン
ジ
、
演
奏
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
な
ど
全
て
自
分
で
や
っ
て
お

り
、
Ｃ
Ｍ
曲
も
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

「evergreen

」
は
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ

ン
タ
ル
で
、
作
曲
・
ピ
ア
ノ
ア
レ
ン

ジ
な
ど
を
や
っ
て
い
ま
す
。
私
が
手

が
け
て
い
る
の
は
主
に
「
癒
し
系
／

ヒ
ー
リ
ン
グ
系
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
が
中
心
で
す
が
、
昨
年

は
シ
ル
ビ
ア
・
チ
ャ
ン
監
督
の
「
プ

リ
ン
セ
ス
Ｄ
」（
日
本
未
公
開
）
の

サ
ン
ト
ラ
に
参
加
し
、
ト
ラ
ン
ス
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
も
ト
ラ
イ
し
ま
し

た
。

http://www.bf.wakwak.com
/̃tom

om
i-t/

に
近
況
報
告
な
ど
を
載
せ
て
い
る
の

で
、
お
暇
な
と
き
に
の
ぞ
い
て
み
て

く
だ
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
音
楽
人
と
し
て
は
発
展

途
上
の
ヒ
ヨ
ッ
コ
で
す
が
、
私
な
り

に
前
へ
と
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ま
の
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
て

お
り
ま
す
。
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☆
先
日
、
同
窓
会
報
を
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
し
て
７
年

近
く
な
り
ま
す
が
、
母
校
の
活
躍
は

今
で
も
気
に
な
り
ま
す
。
母
校
の
一

つ
の
情
報
源
と
し
て
こ
う
い
っ
た
同

窓
会
報
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
何
か
と
大
変
か
と
思
い
ま
す

が
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
私
は
、
四
十
物
さ
ん
と
同
じ
第
１

回
生
で
あ
り
な
が
ら
、
高
校
を
卒
業

以
来
ほ
と
ん
ど
北
高
と
関
わ
り
を
持

た
ず
に
今
日
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
最
近
、
ふ
と
高
校
時
代
の
こ
と

を
思
い
出
し
、
懐
か
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

電
子
メ
ー
ル
と
は
便
利
な
道
具
で
、

宇
都
宮
－
北
海
道
の
距
離
を
気
に
せ

ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

ま
す
。
私
も
、
北
高
の
一
Ｏ
Ｂ
と
し

「
摩
訶
不
思
議
…
？
」

第
九
回
生

齋
藤
友
美
（
旧
姓
角
田
）

創
立
二
十
周
年
記
念
　
同
窓
会
名
簿
追
加
販
売
中

部
数
に
残
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
発
行
　
　
平
成
十
二
年
十
月

・
内
容
　
　
第
１
回
生
〜
21
回
生
掲
載
　
総
２
３
０
頁

・
価
格
　
　
送
料
込
み
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
〇
円

・
申
込
み
　
郵
便
振
替
に
て
代
金
を
送
金
し
て
下
さ
い

口
座
番
号
　
０
０
１
７
０
ー

２
ー

４
１
３
２
６
９

加
入
者
名
　
北
高
同
窓
会

（
氏
名
・
会
員
番
号
を
明
記
し
て
下
さ
い
）

同
窓
生
短
信

事
務
局
に
頂
い
た
電
子
メ
ー
ル
か
ら

て
、
同
窓
会
な
ど
の
活
動
に
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☆
い
つ
も
同
窓
会
報
を
楽
し
み
に
拝

見
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、

会
報
を
拝
見
さ
せ
て
頂
い
た
お
り
に
、

四
十
物
様
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
調
査
を
…
と
仰
っ
て
い
た
の
を
思

い
だ
し
、
メ
ー
ル
さ
せ
て
頂
い

た
次
第
で
す
。
東
京
に
在
住
し
て
い

る
た
め
、
母
校
の
情
報
を
得
る
こ
と

が
難
し
く
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、

母
校
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と

に
な
れ
ば
、
非
常
に
身
近
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
メ
ー
ル
を
通

じ
て
気
軽
に
意
見
を
交
換
す
る
こ
と

等
が
で
き
れ
ば
、
幸
い
か
と
存
じ
ま

す
。

☆
た
ま
た
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

し
て
い
た
ら
、
北
高
が
…
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

☆
ゆ
び
と
ま
で
同
窓
会
の
サ
イ
ト
が

出
来
た
の
を
知
り
ま
し
た
。
事
後
報

告
で
す
み
ま
せ
ん
が
、
私
の
サ
イ
ト

に
リ
ン
ク
を
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
活
躍
に
ご
期
待
し
た
し
ま
す
。

☆
先
日
の
十
年
会
は
色
々
と
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
日
参
加
者

も
出
て
人
数
的
に
も
少
し
ま
と
ま
り
、

安
心
し
ま
し
た
。

他
の
参
加
し
た
子
に
も
感
想
を
聞

き
ま
し
た
が
、
概
ね
好
評
で
し
た
。

「
も
っ
と
人
数
が
多
け
れ
ば
…
」

と
い
う
要
望
だ
け
で
す
ね
。
こ
れ

ば
か
り
は
同
期
生
の
団
結
が
必
要

な
の
で
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
。

い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

ま
た
何
か
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



平
成
十
四
年
五
月
二
十
五
日

恒
例
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
各
活

動
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

新
年
度
で
の
取
り
組
み
も
説
明
が
あ

り
参
加
者
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
13
年

４
月
６
日
　
入
学
式
（
会
長
臨
席
）

４
月
18
日
　
役
員
会

５
月
19
日
　
第
９
回
生
十
年
会

実
行
委
員
会
・
役
員
会

５
月
26
日

同
窓
会
総
会
・
十
年
会

６
月
16
日

第
９
回
生
十
年
会

実
行
委
員
会
・
反
省
会

・
役
員
会

平
成
14
年

２
月
９
日

第
10
回
生
十
年
会
実
行

委
員
会
・
役
員
会

２
月
28
日
　
同
窓
会
入
会
式

３
月
１
日
　
卒
業
式

３
月
16
日
　
第
10
回
生
十
年
会
実
行

委
員
会
・
役
員
会

３
月
29
日
　
職
員
送
別
会

新
会
員
の
と
り
ま
と
め
幹
事
と
し
て

各
ク
ラ
ス
か
ら
年
次
委
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
代
表
の
横
倉
君
を
中
心

に
ご
活
躍
下
さ
い
。

一
組
　
石
川
真
也
・
高
橋
真
理
子

二
組
　
青
木
康
人
・
斉
藤
雄
城

三
組
　
石
井
　
諭
・
大
橋
　
愛

四
組
　
湯
沢
　
渚
・
渡
邊
智
子

五
組
　
秋
元
孝
則
・
天
満
屋
雄
太

六
組
　
笹
沼
美
里
・
横
倉
聖
志

七
組
　
相
羽
　
瞳
・
中
川
和
也

八
組
　
小
川
慶
也
・
藤
田
　
咲
子

平
成
十
四
年
二
月
二
十
八
日
入
会
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平
成
十
五
年
度
　
同
窓
会
総
会

第
一
回
生
・
第
十
一
回
生
合
同
十
年
会
　
開
催
の
ご
案
内

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
出
席
下
さ
い
。

と
　
き
　
平
成
15
年
５
月
24
日
（
土
）

総
会
　
午
後
３
時
〜
　
十
年
会
　
午
後
５
時
〜

と
こ
ろ
　
宇
都
宮
市
「
ホ
テ
ル
　
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
」

平
成
十
三
年
度
活
動
報
告

平
成
十
四
年
度
卒
・
第
21
回
生
　

同
窓
会
年
次
委
員
紹
介

苦
労
の
う
え
、
や
っ
と
会
報
発
行

に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。
こ
の
数
年
間

の
話
題
や
寄
稿
文
を
盛
り
込
み
ま
し

た
の
で
、
時
間
の
前
後
が
あ
り
分
か

り
難
い
点
も
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

原
稿
を
お
預
か
り
し
て
、
時
間
が
経

過
し
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
く
と
し
て
、

今
回
は
お
許
し
下
さ
い
。

（
Ａ
）
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平成13年総会にて報告

平
成
十
四
年
度
・
同
窓
会
総
会


